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おかあさんは、まいにちのように、こど

もを、しかってしまいます。 

どうして、こんなこともできないの？

… もっとはやくしなさい！… なん

どいったら、わかるの！… 

そのたびに、こどもは、しょぼんとしま

す。ときには、なみだをいっぱいにため

て、おかあさんのあとを、とぼとぼとつ

いてきます。 

そんなようすをみると、おかあさんも、

こころのなかがちくっといたむのですが、

つぎのひになると、こどもは、おなじこ

とをくりかえします。おかあさんも、つ

いつい、どなってしまい、おなじことの

くりかえし…。 

 

そのひもまた、おかあさんは、こどもが

でかけるときに、はやくしなさい！とど

なってしまいました。ためいきをつきな

がら、げんかんのドアをしめようとした

おかあさんは、あしもとに、なにかある

のにきがつきました。それはおもちゃの

めがねでした。 

あのこったら、またこんなところに、

おもちゃを…。いいながら、めがねをひ

ろおうとしたおかあさんは、おもわず、

てをとめました。めがねのグラスが、き

らきらっと、ひかってみえたからです。

おかあさんは、そっと、めがねを、じぶ

んのめのまえに、もってきました。ちい

さなめがねは、もう、おかあさんには、

かけることが、できませんでしたから、

そっとこわれないようにもって、ひにか

ざしてみたのです。 

 

そこには、きらきらのひかりがあふれて

いました。せかいじゅうが、ひかりであ

ふれていました。 

おかあさんは、めがねをめのまえにかざ

したまま、ぐるりと、あたりをみまわし

てみました。すると、まわりじゅうも、

きらきらと、ひかりであふれているのが

わかりました。 

きらきら…。きらきら…。きらきら…。

なにもかもが、ほうせきのようにひかっ

ているのでした。そう…。せかいは、ひ

かりで、できていました。なにもかもが、

ひかりで、できていました。まっすぐに

まえをみれば、どこまでも、どこまでも

つづく、ひかりのみち…。 

 

きがつくと、おかあさんは、ないていま

した。ずっとずっとずーーっとむかし、

じぶんも、こんなけしきをみたことがあ

ることをおもいだしたからです。 

あんなにすきだったのに…。いつまで

もいつまでもあきることなくながめて

いたはずなのに…。どうして、わすれ

ていたんだろう。どうして、みえなく

なってしまったんだろう…。 

おかあさんは、あふれてくるなみだをぬ

ぐうこともわすれて、なみだをながしつ

づけました。 

 

ただいま。こどものこえがしました。 

きがつくと、おかあさんは、ぼんやりと、

げんかんにすわっているのでした。いつ

のまにか、こどもがかえってくるじかん

になっていました。てもとをみると、あ

のめがねが、みあたりません。えっ？と

おもって、あたりをみまわしましたが、

やはりどこにもありません。 

 

おかあさん、ただいま！ 

もういちど、こどものこえがしました。

おかあさんは、あわてて、ドアをあけま

した。そして、こどものかおをみて、あ

っと、こえをあげそうになりました。こ

どもが、あのまほうのめがねをかけて、

そこにたっていたからです。 

…いえ。そうおもったのは、いっしゅん

のことで、こどもは、いつものように、

そこにいるだけです。めがねなんて、か

けてはいませんでした。 

でも、おかあさんにはわかりました。 

あのまほうのめがねは…。 

 

おかあさんが、なにもいわずにいるので、

こどもは、もじもじといいました。 

ぼく、みちくさしないで、ちゃんとか

えってきたよ。 

おかあさんは、もうたまらなくなって、

こどもを、ぎゅっと、だきしめました。

だきしめたまま、こころのなかで、なん

どもなんども、くりかえしました。 

だいすき、だいすき、だいすき…。 

すると、こどもも、ぎゅううっと、おか

あさんをだきしめました。 

だいすき、だいすき、だいすき…。 

なにもいわなくても、こどもが、そうい

っているのがわかりました。 

そして、それだけでもう、おかあさんに

はじゅうぶんなのでした。 
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